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跡見学園女子大学花蹊記念資料館
　平成26年度活動報告

平成26年度 企画展覧会一覧

平成26年度 中高展示一覧

期     間 開館
日数

展覧会名
展示室１

展覧会名
展示室２ 備      考

４月１日（火）～
６月１日（日）　 51 花蹊・玉枝の書画展 入学式・4/29開館

６月16日（月）～
８月３日（日）　 44 資料館収蔵品展（絵） アトミ・アート展 7/21開館

オープンキャンパス開館

９月22日（月）～
11月８日（土）　 42 資料館収蔵品展（書） 跡見廉書会第8回ＯＧ作品展 10/13開館・紫祭期間開

館・11/3開館

11月24日（月）～
12月20日（土）　 25 資料館収蔵品展 11/24開館

平成27年　　　　
１月27日（火）～
２月９日（月）　

12 博物館実習生模擬展示

３月13日（金）～
３月31日（火）　 13 50周年特別展示Ⅰ「学祖　跡見花蹊の世界」

合　計 187

期     間 開館
日数 中　高　展　示 備      考

４月８日（火）～
７月19日（土）　 84 花蹊記念資料館収蔵展（春期） 3/21～4/7は春季休業の

ため閉館

９月１日（月）～
平成27年　　　　
２月23日（月）　

127 花蹊記念資料館収蔵展（秋期）

7/20～8/31は夏季休業
のため閉館
12/21～1/8は冬季休業
のため閉館

２月24日（火）～
３月20日（木）　 22 花蹊記念資料館収蔵展（春期）

合　計 233
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会　　期 平成２６年４月１日（火）～６月１日（日）
会　　場 跡見学園女子大学花蹊記念資料館　展示室１・２
開催時間 ９：３０～１６：３０
 日曜・祝日は休館　ただし４／２９（火）は開館
主　　催 跡見学園女子大学花蹊記念資料館
入館無料 
入館者数 2,488名

作品リスト　―展示室１―

作品リスト　―展示室２―

第１回企画展
花蹊・玉枝の書画展

No. 資料名 作者 制作年
1 「小倉百人一首かるた」 跡見花蹊
2 「明治天皇百首」 跡見花蹊
3 「桜花図」 跡見花蹊
4 「四季山水画　柳洲春色」 跡見花蹊
5 「花下遊山図」 跡見花蹊
6 「春日烟霞図」 跡見花蹊
7 「生徒用手本　木蓮」 跡見花蹊
8 「生徒用手本　藤」 跡見花蹊
9 「ぼたんに雀」 跡見玉枝

No. 資料名 作者 制作年
1 書軸「倹以養徳」 跡見花蹊 ―
2 扁額「修學習業」 跡見花蹊 明治45（1912）年春日

3 書軸「朱文公勧学文」（※期間限定公開）
画「山家遅日図」

大正5（1916）年
―

4 書軸 跡見花蹊 明治28（1895）年
5 扁額「脩身在正心」 跡見花蹊 ―
6 成蹊館新年帖 跡見花蹊　他 明治45（1912）年～大正6（1917）年
7 新年帖 跡見花蹊　他 大正3（1914）年～大正5（1916）年
8 錫製水滴 　― ―
9 硯 　― ―
10 書手本「文章二」 跡見花蹊 ―
11 書手本「法帖」 跡見花蹊 ―
12 書手本「道の栞」 跡見花蹊 ―
13 書簡（原富太郎他8名宛） 跡見花蹊・跡見泰 明治40（1907）年3月11日
14 書手本 ｢単語編四｣ 跡見花蹊 ―
15 書手本 ｢千字文二｣ 跡見花蹊 ―
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会　　期　 平成２６年６月１６日（月）～８月３日（日）
会　　場　 跡見学園女子大学花蹊記念資料館
　　　　　 展示室１
開催時間　 ９：30～16：30
　　　　　 日曜・祝日は休館　ただし７／２１（月）は開館

主　　催　 跡見学園女子大学花蹊記念資料館
入館無料
入館者数　 1,774名

作品リスト　―展示室１―

ごあいさつ
花蹊記念資料館は、1995（平成７）年の開館以降、花蹊および学園ゆかりの方 の々ご厚意により、さまざまな資料を収蔵
して今日に至っています。今回は跡見学園女子大の卒業生による校友会である一紫会から寄贈された「版画」を展示いたし
ました。
本展では、さまざな作者の「版画」を、観る人それぞれの感性で感じとって楽しんでいただければ幸いです。

展示用閲覧図書

第２回企画展
資料館収蔵品展（絵）

No. 資料名 作者 寸法 技法
1 トトナカの娘 竹田　鎭三郎 32.3×31.6 リトグラフ
2 いつも愛を L'amour Toujors ヘンリー・ミラー 68.7×54.5 リトグラフ
3 VENICE 木村　利三郎 71.1×50.7 シルクスクリーン
4 夏の海 Summer Ocean 靉嘔 55.5×80.8 シルクスクリーン
5 ロケーション＆シーン 池田　満寿夫 55.8×76.4 リトグラフ
6 二人の女の顔 北川　民治 37.0×54.5 リトグラフ
7 メキシコの恋人たち 北川　民治 36.2×28.3 銅版画

書名 著者・編集 出版
久保貞次郎　美術の世界3　私の出会った芸術家たち 久保貞次郎 叢文社
久保貞次郎　美術の世界8　ヘンリー・ミラー 久保貞次郎 叢文社
北川民次展 愛知県美術館編集 北川民次展実行委員会
メキシコの息吹　―竹田鎮三郎展― 花蹊記念資料館編集 美術出版デザインセンター
虹　靉嘔版画全作品集 靉嘔 叢文社
池田満寿夫の版画 京都国立近代美術館編集 京都国立近代美術館
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第６回アトミ・アート展開催にあたって
「アトミ・アート展」も６回目を迎えました。今年は学生の新作数点と卒業後に美術・図画工作の教師として活躍している
卒業生の作品、そして参考作品を展示しています。
中でも、教師として、跡見学園女子大学の美術や工芸等の教育を引き継いで実践してくれる卒業生が増えてきたことは、
実習担当の教員にとってうれしい限りです。
日頃の成果とともに、広がっていく跡見学園女子大学の伝統をご高覧いただければ幸いです。

企画・監修  　　　　　　　　　　
文学部 人文学科 教授　杉本　昌裕

会　　期 平成２６年６月１６日（月）～８月３日（日）
会　　場 跡見学園女子大学花蹊記念資料館　展示室２
開催時間 ９：３０～１６：３０
 日曜・祝日は休館　ただし７／２１（月）は開館
主　　催 跡見学園女子大学花蹊記念資料館
入館無料 
入館者数 1,774名（第２回企画展と同じ）

作品リスト　―展示室２―

第３回企画展
第６回アトミ・アート展

No. 作品名 作者 作品概要
1 ほおずき 高柳　沙羅 日本画　4号
2 海岸線 石井　茜 日本画　4号
3 書 宮崎　さやか 和紙に表装
4 猫 遠藤　麻海 モザイク

5 六条院 須田　早百合
埼玉県公立中学校教諭（平成22卒） アクリル、ミックスメディア

6 五重塔 間口　祥子
埼玉県公立中学校美術科教諭（平成19卒） 日本画　8号

7 時の中から 杉本　昌裕 日本画　30号S
8 時の中から 杉本　昌裕 和紙、用紙等を使った貼り絵に日本画絵具で彩色
9 時の中から 杉本　昌裕 エスキース（小下図）　1990
10 うさぎ 杉本　昌裕 木彫、金箔、刻印等
11 バルタンを知っている？ 杉本　昌裕 ステイドス
12 竜の落とし子 杉本　昌裕 モザイク
13 しまうま 杉本　昌裕 モザイク
14 猫とねずみ 杉本　昌裕 貝合せ（1組）
15 うさぎ 杉本　昌裕 テンペラ下地にミックスメディア
16 楽園 佐藤　玲奈 モザイク
17 エリック・カールの蝶 杉山　まり モザイク
18 ボンボニエール Yukari.K 陶芸
19 香炉 Ayako.Y 陶芸

20 うさぎたち 中島　茉弓
東京都立特別支援学校美術科教諭（平成21卒） 銅版画（メゾチント）

21 染まーるまん 今井　陽子
東京都公立小学校図画工作科教諭（平成21卒） 色鉛筆
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会　　期 平成２６年９月２２日（月）～１１月８日（土）
会　　場 跡見学園女子大学花蹊記念資料館　展示室１
開催時間 ９：３０～１６：３０
 日曜・祝日は休館　ただし１０／１３（月）・１１／２（日）・１１／３（月）は開館
主　　催 跡見学園女子大学花蹊記念資料館
入館無料 
入館者数 1,198名

作品リスト　―展示室１―

第４回企画展
資料館収蔵展（書）
特別展示「秋草図屏風」（期間限定）

No. 資料名 作者 備考
1 「百人一首かるた」 生徒作品（みどり会） 「みどり会」は大正八年卒業生のこと。
2 「居家以忍順保交以筒恭」 五学年平山馥子
3 「忠誠貫於金石孝弟通於神明」 五学年大束静子
4 「人倫之理乃萬世之常道」 五学年山谷富美
5 「考友敦兄弟詩書教子孫」 五学年稲葉和子

6 生徒作品 生徒五名
・「六月のはな」節子　・「白」和子
・「親」幸代　・「初冬山」とみ
・「秋風」邦子

7 「節倹亦是惜福延寿之道」 五学年中宮節子
8 「貴人而賎己先人而後己」 五学年石井智恵子
9 「春麗山河壮風清竹木栄」 五学年永井雅子
10 「林花長似錦桃李色常新」 五学年三橋静江
11 書手本花つくし 跡見花蹊
12 「秋草図屏風」 跡見花蹊 11/1・11/2の学園祭期間のみ特別展示
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会　　期 平成２６年９月２２日（月）～１１月８日（土）
会　　場 跡見学園女子大学花蹊記念資料館　展示室２
開催時間 ９：３０～１６：３０
 日曜・祝日は休館　ただし１０／１３（月）・１１／２（日）・１１／３（月）は開館
主　　催 跡見学園女子大学花蹊記念資料館
入館無料 
入館者数 1,198名（第４回企画展と同じ）

作品リスト　―展示室２―

第５回企画展
跡見廉書会　第８回ＯＧ作品展

No. 作品名 作者 備考
1 吉野山 小林　花舟（本名：晴恵） 額装
2 般若心経 竹村　萃光（本名：由美子） 軸装
3 草書　七言詩 細谷　松泉（本名：寛子） 軸装
4 鴨長明　＜方丈記＞より 塩澤　陽子 額装
5 「春夏秋冬　おわりとはじまり」 三浦　景扇（本名：まゆみ) 軸装
6 「釣月耕雲」 風間　春麗（本名：麗子） 軸装
7 「淡墨流水図・幻想曲（fantasia）」 中ぞの蝶子（本名：森和代） Ｆ30号
8 臨　風信帖 稲山　明珠（本名：朝美） 軸装
9 「厚徳」 横田　閑雲（本名：恭三） 額装
10 『略可法』（上・下巻） 市河　米庵 横田恭三氏資料提供
11 創作　百人一首より 三橋琢璃子 短冊
12 『尺牘』（複製） 黄庭堅 横田恭三氏資料提供
13 『古写経』 横田恭三氏資料提供
14 書手本「般若心経」 跡見　花蹊
15 書手本「三體詩」 跡見　花蹊
16 『頂戴物図録』（複製） 會津　八一 横田恭三氏資料提供
17 『漢曹全碑　原拓』 横田恭三氏資料提供
18 『漢曹全碑　影印本』 横田恭三氏資料提供
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会　　期 平成２６年１１月２４日（月）～１２月２０日（土）
会　　場 跡見学園女子大学花蹊記念資料館　展示室１・２
開催時間 ９：３０～１６：３０
 日曜・祝日は休館　ただし１１／２４（月）は開館
主　　催 跡見学園女子大学花蹊記念資料館
入館無料 
入館者数 425名

作品リスト　―展示室１―

第６回企画展
資料館収蔵品展

No. 資料名 作者 備考
1 明治天皇御製百首（版本） 跡見花蹊 昭和6年花蹊七周忌記念に複製
2 明治天皇御製百首　屏風仕立て 跡見花蹊 屏風四曲一隻
3 墨梅図 跡見花蹊 紙本墨画
4 群亀図下絵 跡見花蹊 紙本墨画
5 英照皇太后御袿 拝領品
6 書手本　「般若心経」 跡見花蹊 折本
7 書手本　「三體詞」 跡見花蹊 折本
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作品リスト　―展示室２―

No. 資料名 作者 備考
1 画手本「野薔薇」 跡見花蹊 額付
2 画手本「大根」 跡見花蹊 額付
3 画手本「竹と亀」 跡見花蹊 額付
4 画手本「松」 跡見花蹊 額付
5 画手本「大菊」 跡見花蹊 額付
6 画手本「椿と猫柳」 跡見花蹊 額付
7 画手本「柘榴」 跡見花蹊 額付
8 画手本「橙とゆずりは」 跡見花蹊 額付
9 図「遠屋秋景図」 跡見花蹊
10 図「雪日繋舟図」 跡見花蹊
11 錫製水滴
12 花蹊先生ゆかりの筆 花蹊先生愛用
13 丸型共蓋硯
14 新樹すけ様宛　花蹊書簡 跡見花蹊
15 四季のはな 跡見花蹊 絵葉書仕様
16 図「花卉図」 跡見花蹊
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会　　期 ３月１３日（金）～３月３１日（火）
会　　場 跡見学園女子大学花蹊記念資料館　展示室１・２
開催時間 ９：３０～１６：３０
 日曜・祝日は休館　ただし４／２９（水）は開館
 ３／１８（水）・１９（木）は大学行事のため閉館
主　　催 跡見学園女子大学花蹊記念資料館
入館無料 
入館者数 503名

作品リスト　―展示室１―

第７回企画展
５０周年特別展示Ⅰ
学祖　跡見花蹊の世界展

No. 資料名 作者 制作年 備考
1 四季花卉図 跡見花蹊 明治10年（1877） 絹本着彩
2 朱文公勧学文 跡見花蹊 大正5年（1916） 絹本墨書
3 桜花図 跡見花蹊 紙本着彩　　
4 四季山水図　柳洲春色 跡見花蹊 紙本墨画 
5 藤に雉図 跡見花蹊 紙本墨画
6 素描集　全八集の内四　動物 跡見花蹊 明治～大正時代 紙本着彩
7 印章（四季花卉図で使用　４点） 跡見花蹊
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作品リスト　―展示室２―

No. 資料名 作者 制作年 備考
1 歓喜信楽 跡見花蹊 大正9年晩秋（1920） 扁額　
2 修学習業 跡見花蹊 明治45年春日（1912） 扁額
3 倹以養徳 跡見花蹊 絹本墨書
4 山家遅日図 跡見花蹊 紙本着彩
5 牛図自画賛 跡見花蹊 絹本墨画
6 三條女宛教訓 跡見花蹊 明治34年 書簡・絹本墨書
7 和歌短冊　七十七になりて 跡見花蹊 大正5年（1916） 短冊
8 和歌短冊　須磨の新名所 跡見花蹊 大正8年（1919） 短冊
9 和歌短冊　大ぞらの 跡見花蹊 大正10年（1921） 短冊
10 俳句短冊　雪や惜しゝ 跡見花蹊 短冊
11 和歌短冊　春後思花 跡見花蹊 短冊
12 和歌色紙『七十の…』 跡見花蹊 明治42年（1909） 色紙
13 和歌色紙『明ほのゝ …』 跡見花蹊 大正11年（1922） 色紙
14 和歌色紙　下書『玉…』 跡見花蹊 色紙
15 書手本　雲上女訓　三 跡見花蹊 書手本　　　
16 顔料箱及び顔料 跡見花蹊
17 硯 明治36年6月17日下賜（1903） 拝領品


